
















































（Brother Roger, Festival [Les Presses de Taizé 1973], p. 21）ことを強調してきた。こ
れに照らせば、「テゼの典礼」（Taizé liturgy）というものも存在しないことになるであ
ろう。それゆえ、本稿のタイトルとした「テゼの典礼」という表現は、あくまで「テゼ
























































 5 Jason B. Santos, A Community Called Taizé : A Story of Prayer, Worship and 























































キュニカルな共同の祈りの再生をもたらしたということである。」Philip Tovey, ‘Liturgy 
and Ecumenism: Three Models of Development’, in: P. Bradshaw and B. Spinks （eds.）, 
Liturgy in Dialogue （SPCK, London 1993）， pp. 68-85. 引用はp. 84より。



























































































































































































































14 テゼのウェブサイトに掲載された、あるブラザーによる“Young adults and 
prayer at Taizé”という文章（http://www.taize.fr/en_article3148.html）を参照。
15 Prayer for Each Day, p. 8.
16 西方の伝統では、「ロザリオの祈り」がこれに類似したものとして挙げられる。
「心の祈り」としてのテゼの歌の意義については、Olivier Clément, Taizé : A Meaning to 
Life （GIA Publications, Chicago 1997）， pp. 51-53; “Young adults and prayer at Taizé” 
（http://www.taize.fr/en_article3148.html） を参照。

























18 Brother Roger of Taizé, No Greater Love: Sources of Taizé （Geoffrey Chapman 

























19 Kathryn Spink, A Universal Heart: The Life and Vision of Brother Roger of Taizé （Second 
Edition: GIA Publications, Chicago 2005）， pp. 157-158を参照。
























とすべてを行なおうとするのです。」Brother Alois, “Letter 2010, Letter from China”， p. 2.
22 日本の教会の場合、テゼの歌は、日本基督教団『讃美歌21』（日本基督教団出版局 
1997年）に15曲、日本聖公会『聖歌集』（聖公会出版　2006年）に8曲が収められている。
また、カトリックの出版社から出された日本語訳のテゼの歌集『すべての人よ、主をた
たえよ:テゼ共同体の歌』（サンパウロ　1999年）は、諸教会での集会、またエキュメニ
カルな祈りの集いなどで、広く用いられている。
打　樋　啓　史134
大きな影響を与えてきたことは確かである。
　このようにテゼの歌が教会の集会で歌われるとき、テゼ・コミュニティが歌
による祈りによってどのような典礼/礼拝を作ろうとしてきたかを想い起こすこ
とができれば意義深い。つまり、誰にとっても理解しやすく、参加しやすい典礼。
様々な違いをもつ人々が、ひとつになって心を合わせることができる典礼。人が、
難解さ、複雑さ、多すぎる言葉によって妨げられることなく、心の深みで神の
愛に出会うことを助ける典礼。個々の内面的な模索を支え、一人一人が祈りな
がら平和を生きていくことを励ますような典礼。テゼは、そのような典礼とし
ての共同の祈りを模索してきたのであり、今日も若者たちと共にこの祈りを守
り続けている。
　教会に連なる人々、特に礼拝・典礼を準備する責任をもつ人々にとって大切
なのは、テゼの用いてきた形をそのまま真似ることではなく、このように皆に
開かれた、そしてまた霊的な深さと美しさを備えた典礼を探し求めていったテ
ゼの心から学ぶことではないだろうか。
